
令和６年 度  第２回千葉市文化財保護 審議会議事録  

 

１  日 時  令 和 ７ 年 ３ 月 ３ 日 （ 月 ） １ ５ 時 ～ １ ７ 時  

２  場 所  千 葉 市 役 所 本 庁 舎  L 3 0 2 会 議 室  

３  出 席 者  （ 委  員 ）  

小 関 悠 一 郎 会 長 、 菅 根 幸 裕 副 会 長 、 井 口 雅 代 委 員  

山 田 俊 輔 委 員 、 藤 木 竜 也 委 員 、 神 谷 睦 代 委 員  

（ 事 務 局 ）  

齋 木 生 涯 学 習 部 長 、 君 塚 文 化 財 課 長 、 蚊 谷 新 博 物 館 整 備

室 長 、 森 本 文 化 財 課 長 補 佐 、 そ の 他 事 務 局 職 員  

４  議 題 

 （ １ ） 金 光 院 の 板 碑 の 指 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

（ ２ ） 市 指 定 文 化 財 の 指 定 候 補 「 加 曽 利 貝 塚 出 土 品 」 に つ い て (報 告 )  

（ ３ ） 市 指 定 史 跡 「 千 葉 山 」 の 確 認 調 査 に つ い て (報 告 )  

（ ４ ） 市 地 域 文 化 財 「 千 葉 市 ゆ か り の 家 ・ い な げ (旧 武 見 家 住 宅 )」 の 確  

認 調 査 に つ い て (報 告 )  

 会 議 経 過  

［ 議 題 （ １ ） 金 光 院 の 板 碑 の 指 定 に つ い て （ 諮 問 ）］  

事 務 局 よ り 諮 問 に 至 る 経 緯 に つ い て 説 明 を 行 い 、 諮 問 書 を 小 関 会 長 に 手

渡 し た 。 こ れ を 受 け て 、 委 員 よ り 以 下 の 意 見 が 出 さ れ た 。        

（ 神 谷 委 員 ） 彫 刻 と し て 見 て も 造 形 的 、 技 術 的 に も 優 れ た も の で 、 当 時

の 技 術 を 伝 え る 貴 重 な 現 存 物 と い え る 。  

（ 小 関 会 長 ） 今 回 指 定 候 補 と す る に 至 っ た 契 機 は ど の よ う な も の か 。  

（ 事 務 局） こ の 板 碑 が 金 光 院 か ら 郷 土 博 物 館 に 寄 託 さ れ る 際 、 資 料 の

調 査 を 行 っ た 。 刻 ま れ た 年 号 か ら 市 内 最 古 の 板 碑 で あ る こ

と が 確 認 さ れ 、 県 内 で も こ の 時 代 の 板 碑 は 類 例 が 少 な い た

め 、 そ の 貴 重 さ か ら 今 回 指 定 の 候 補 と し た 。  

意 見 が 出 さ れ た 後 、「 金 光 院 の 板 碑 」 の 指 定 に つ い て 適 当 と 認 め る と の

答 申 が 示 さ れ た 。  

 

 

 



［ 議 題 （ ２ ） 市 指 定 文 化 財 の 指 定 候 補 「 加 曽 利 貝 塚 出 土 品 」 に つ い て ］  

 事 務 局 よ り 指 定 候 補 に つ い て 説 明 を 行 い 、 こ れ を 受 け て 、 委 員 よ り 以 下

の 意 見 が 出 さ れ た 。  

（ 菅 根 委 員 ） 発 掘 か ら ５ ０ 年 ほ ど 経 過 し て い る が 、 そ の 間 候 補 に な っ た

こ と は あ る の か 。  

（ 事 務 局） 候 補 に な っ た こ と は な い 。  

（ 菅 根 委 員 ） 何 か 理 由 は あ る の か 。  

（ 事 務 局） 指 定 文 化 財 は 取 り 扱 い に 制 限 を か け る も の で あ る が 、 加 曽

利 貝 塚 は 現 在 も 発 掘 調 査 が 継 続 し て お り 、 新 た な 出 土 物 と

比 較 研 究 を 行 い や す い 状 態 を 保 ち た い と い う 市 職 員 の 意 向

が あ っ た た め 、 先 送 り に し て き た 。  

      し か し 、 加 曽 利 貝 塚 博 物 館 の 移 設 、 建 て 替 え が 視 野 に 入

り 、 新 博 物 館 の 開 館 を 令 和 1 2 年 度 に 予 定 す る な か で 、 出

土 遺 物 の 中 で も 貴 重 な も の 、 優 れ た も の を 展 示 の 目 玉 と で

き る よ う 価 値 を 明 確 に す る た め 、 今 回 指 定 候 補 と し た 。  

（ 山 田 委 員 ） 加 曽 利 貝 塚 出 土 品 に つ い て は 、 国 指 定 特 別 史 跡 か ら 出 土 し

た 遺 物 で あ り 、 出 土 品 全 体 が 国 指 定 重 要 文 化 財 の 対 象 と な

る 程 度 の も の で あ る 。  

      加 曽 利 貝 塚 の 遺 物 は 縄 文 時 代 中 期 の も の が メ イ ン で は あ る

が 、 今 回 は 後 期 の 一 部 を 先 行 し て 指 定 す る と い う こ と で 、

今 後 調 査 研 究 が 進 み 、 評 価 が 確 定 し て く れ ば 、 他 時 期 の 遺

物 に つ い て も 追 加 指 定 を 行 う こ と が で き る 。そ の た め に も 、

出 土 資 料 の 基 礎 研 究 を 進 め て い た だ き 、 今 回 の 報 告 に あ る

資 料 の よ う な 、 価 値 を 固 め た 色 々 な パ ー ツ を く み 上 げ て い

く こ と で 、 総 括 と し て 加 曽 利 貝 塚 を 表 す 文 化 財 と し て 指 定

で き る よ う 進 め て い た だ き た い 。  

（ 神 谷 委 員 ） 図 版 １ 、 ２ に あ る 異 形 台 付 土 器 に つ い て 、 縄 文 が シ ン メ ト

リ ー に な っ て い る 等 の 意 匠 が 施 さ れ て い る こ と は 、 当 時 の

人 々 の 造 形 物 に 対 す る 現 実 的 、 美 術 的 な 視 点 を 伝 え る も の

と し て も 価 値 が あ る も の で あ る 。  

 

 



［ 議 題 （ ３ ） 市 指 定 史 跡 「 千 葉 山 」 の 確 認 調 査 に つ い て ］  

 事 務 局 よ り 確 認 調 査 に つ い て 説 明 を 行 い 、 こ れ を 受 け て 、 委 員 よ り 以 下

の 意 見 が 出 さ れ た 。  

 

（ 菅 根 委 員 ） す で に 消 滅 し た も の に ト レ ン チ を 入 れ て 調 査 し 、 現 存 す る

部 分 に は 調 査 は 行 わ な い と い う こ と で よ い の か 。 ま た 、 そ

の 理 由 は あ る の か 。  

（ 事 務 局） 今 回 の 調 査 の 目 的 は 、 こ の 塚 が い つ の 時 代 の も の で 、 ど の

よ う な 性 格 の も の か 確 認 す る こ と に あ る 。 考 え ら れ る 可 能

性 と し て は 、 古 墳 や 口 伝 の と お り 千 葉 氏 に 関 連 す る 墓 、 近

世 に 見 ら れ る 十 三 塚 な ど が 考 え ら れ る た め 、 最 低 限 の 調 査

で そ の ど れ か 判 別 で き る よ う 、 現 存 す る 塚 に は 調 査 を 行 わ

な い 予 定 で あ る 。 ま た 、 ト レ ン チ の 向 き に つ い て は 、 現 地

に あ る 樹 木 等 の 存 在 か ら 方 向 を 決 定 し た 。  

（ 菅 根 委 員 ） 貴 重 な 機 会 で あ り 、継 続 的 な 調 査 で は な い た め 、多 く の こ

と が 分 か る よ う 現 存 す る 塚 の 調 査 を 行 う 必 要 も あ る と 考 え

た が 、 調 査 目 的 と 状 況 に つ い て 承 知 し た 。  

（ 藤 木 委 員 ） １ ３ 個 の も の が 一 連 の も の で あ る こ と は 明 確 な の か 。 偶 然

並 ん で い る も の で あ れ ば 、 断 片 的 な 調 査 で 全 体 の 把 握 は で

き る の か 。  

（ 事 務 局） 直 線 に 並 ん で い る こ と か ら 、 一 連 の も の で あ る と 考 え て い

る 。 塚 の 性 格 の 判 断 だ け で あ れ ば 道 路 の 北 側 の 調 査 で 足 り

る と い う 推 定 で 調 査 を 計 画 し た 。 ご 意 見 の あ っ た 通 り 、 南

側 の 調 査 に つ い て は 現 地 の 状 況 も 踏 ま え て 検 討 し た い 。  

（ 小 関 会 長 ） 資 料 に 寛 文 １ ０ 年 に 五 輪 塔 が こ の 地 か ら 大 日 寺 に 移 さ れ た

と 記 載 が あ る が 、 明 確 な 数 字 が 挙 げ ら れ る 根 拠 に は ど ん な

も の が あ る の か 。  

（ 事 務 局） 地 元 の 口 伝 の み で あ る 。  

 

 

 

 



［ 議 題（ ４ ）市 地 域 文 化 財「 千 葉 市 ゆ か り の 家・い な げ（ 旧 武 見 家 住 宅 ）」

の 修 繕 に つ い て ］  

 事 務 局 よ り 修 理 に つ い て 説 明 を 行 い 、 こ れ を 受 け て 、 委 員 よ り 以 下 の 意

見 が 出 さ れ た 。  

 

（ 小 関 会 長 ） 直 せ る も の に つ い て は 修 理 を 行 う と い う 説 明 が あ っ た が 、

直 せ な い も の に つ い て は 、 ど の よ う な 対 応 を 行 う の か 。  

（ 事 務 局） 腐 食 等 で 完 全 に 失 わ れ て い る 個 所 に つ い て は 、 外 見 を 損 な

わ な い よ う 配 慮 し た 上 で 、 新 し い も の に 更 新 を 行 う 。  

（ 藤 木 委 員 ） 水 が 入 る と 建 築 物 は 途 端 に 痛 む た め 、 限 ら れ た 予 算 の 中 で

緊 急 的 に 雨 漏 り を 防 ぐ た め に は 必 要 十 分 な 処 置 と 考 え ら れ

る 。  

 

 

 

        問 い 合 わ せ 先  千 葉 市 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 部 文 化 財 課  

                 Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ６ ２  

                 Ｆ Ａ Ｘ  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ９ ２  


